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 予算の立て方がわからない場合 

 活動を計画どおり進めることが難しくなった場合 

 申請時からお金の使い方が変わりそうな場合 

 活動期間中に何かトラブルが起きた場合 

 メンバーが変更になった場合 

 その他不明があった場合 

（注意）以下の場合には、早めに事務局へご相談ください。 

そうかこどもファンド事務局（草加市こども政策課） 

〒340-8550 草加市高砂1-1-1 

電話：048-922-3492（直通） メール：kodomoseisaku@city.soka.saitama.jp

お問い合わせ・ご相談 



１ 制度全般について 

Q1. そうかこどもファンドとは何ですか？ 

こどもたちが自らのアイデアで「草加をもっと楽しくするため」に取り組む活動に対して、活動資金を助成する、こど

もたちのチャレンジを応援する制度です。こどもが計画し、実行する。まさにこどもが主人公のまちづくり支援制度で

す。 

Q2. なぜこの制度ができたのですか？ 

活動の計画から実行まで、すべてをこどもたち自身が主体となって進めることで、新たな体験を通じて、こどもたちの

成⾧を促すとともに、まちの一員として、地域への関心や参加意識を育むことを目指しています。 

Q3. どんなことに助成されますか？  

「こんなまちになったら、もっと草加が好きになる！」という思いや、誰かの役に立ちたいという気持ちから始まる、

自分たちで考えて取り組む活動が対象です。たとえば、清掃活動、イベントの開催、地域の人との交流、ポスターや動

画の作成など、アイデア次第でさまざまな活動に助成できます。 

ただし、お金もうけを目的とした活動や、草加市外を主な活動場所とする場合は、対象外となります。 

Q4. 助成金の上限はいくらですか？ 

1 グループあたり１０万円までを上限としています。審査の結果によっては、希望額よりも少ない金額になることがあり

ます。 

Q5. 助成金はいつもらえますか？ 

採択後に必要書類を提出していただき、それに基づいて市から指定口座へ振り込みます。 

概算払い（先払い）と精算払い（後払い）を選ぶことができます。 

Q.6 活動で集めた寄附や売上金はどうすればいいですか？ 

活動を通じて集まった「寄附」や「売上金」については、その使いみちによって、助成金と相殺して返還していただく

場合があります。 

［返還は必要ない例］ 

・イベントを開催して出た売上を、公的な団体に寄附する場合 

・活動の一環で行った「○○への募金活動」などで集まったお金をそのまま寄附する場合 

［返還が必要な例］ 

・イベントを開催して出た売上を、自分たちのために使う場合（助成金と相殺した差額を返還） 

・「活動グループを応援するための寄附」や「活動のための資金として受け取った寄附」 



これらは、代表的な事例です。わからない場合は、必ず事前に事務局にご相談ください。 

 

２ 応募対象について 

Q1.何歳までのこどもが対象ですか？ 

応募年度の４月１日現在で、市内に在住、在学または在勤の１８歳未満（高校生年代まで）のこどもが対象です。 

Q2. 学校の授業や部活動でも応募できますか？ 

こどもたちの自主性・主体性を大事にしているので、「学校の授業の一環」や「先生が主導するような活動」は対象外

になる場合があります。 

Q3. 市外に住んでいるこどもも対象になりますか？ 

市内の学校に通っている場合、または市内で働いている場合は対象になります。 

上記の場合に当たらなくても、応募要件（「応募年度の４月１日現在で、１８歳未満の在住、在学、在勤のこどもが３

人以上」）を満たした上で、４人目以降のメンバーとして参加することは可能です。 

Q4. 家族や友だち同士のグループでも応募できますか？ 

家族や友人グループなど、自由な形でチームをつくって応募できます。 

ただし、１つの家族のみで構成されたグループは応募できません。（例：きょうだい３人だけで組むなど） 

Q5. 何回も応募していいですか？ 

３回までであれば、同じグループが同じテーマで応募することができます。 

その場合は、「前回の内容と異なる点」や「前回からの成⾧・発展」がわかるようにしてください。 

Q6. 他の大人のグループと一緒に活動したいのですが、それでも申請できますか？ 

こどものグループと大人のグループが共同で行う活動も可能です。ただし、こどもが中心の活動に対して助成をするた

め、「誰が中心になって動くのか」がはっきりわかるように書いてください。 

Q7. グループの代表は大人でもいいですか？ 

代表（中心になって活動する人）は、こどもたちの中から選んでください。ただし、「サポート役の大人（サポータ

ー）」をつけてもらうことが必要です。書類の提出や会計など、大人の協力が必要な場面では一緒に動いてもらいま

す。 

  



Q8. 複数のグループに参加してもいいですか？（こども） 

複数のグループに参加することは可能です。ただし、どの活動にもしっかり参加できるように、自分の時間や予定をよ

く考えてから決めてください。無理のない範囲で取り組んでください。 

Q9. 複数のグループの大人サポーターを兼ねてもいいですか？ 

ひとりの大人が、複数のグループで「大人サポーター責任者」を兼ねることは妨げませんが、それぞれのグループの主

体性や独自の取り組みを大切にするように心がけてください。 

なお、他の人が責任者になっているグループで、大人サポーターのひとりとして関わるのは問題ありません。 

Q10. 活動グループのメンバーとこども審査員を兼ねてもいいですか？ 

こども審査員と活動グループの兼任はできません。 

審査の公平性を保つため、応募団体の関係者が審査員を務めることはできません。どちらか一方を選んでご参加くださ

い。 

Q11. 自分たちの活動が対象になるか不安です。相談できますか？ 

事前相談を受け付けています。「こういう活動は対象になりますか？」「何か挑戦してみたいけどどんなことをしたら

いいのかわからない」など、なんでも相談にのります。 

【説明会】※説明後、個別相談を行います。 

日時：４月１１日（土） １４：００～１５：３０ 

場所：草加市役所本庁舎１階 ギャラリー 

そのほか、月～金曜日（祝日除く）は、９：００～１７：００まで相談を受け付けています。どんなことでもいいの

で、お問い合わせください。 

  



３ 申請書について 

Q1. 活動内容がうまく文章で書けません。どうしたらいいですか？ 

かっこよく書かなくても大丈夫です。「どんなことをしたいのか」「なんでそれをやりたいのか」がこども審査員に伝

わるように書いてください。絵や写真を使っても良いです。迷ったら、まわりの大人に見てもらいましょう。 

Q2. 申請書はこどもが書くんですか？大人が手伝ってもいいですか？ 

こども用の応募申込書については、内容はできるだけこどもたちで考えて書いてください。文章にするのが難しいとこ

ろは大人が少し手伝っても大丈夫です。ただし、大人がすべて書くのは避けてください。なるべく「自分たちのこと

ば」で書いてください。 

Q3. まだ計画がふんわりしていて、具体的じゃないんですが申請しても大丈夫ですか？ 

大丈夫です。最初はざっくりとでも「こんなことがやりたい」という気持ちがあれば大丈夫です。申請後に計画がはっ

きりしてくるのもよくあることです。ただし、「どんなふうにしたいか」をなるべく自分たちの言葉で書いてくださ

い。 

Q4. 予算の立て方がわかりません。どうやって考えればいいですか？ 

まずは「何にいくらかかりそうか」をこどもたちで考えて、大人と一緒に「これは必要？」「金額はこのくらいで合っ

てる？」と確認の上、申請してください。申請時点で積算・予算設定が難しい場合は、お気軽にご相談ください。 

なお、助成決定後、予算項目外の支出をしたい場合は、必ず事務局にご連絡ください。 

Q5. 活動にあたり、保険に入った方がいいですか？ 

万が一に備え、できるだけ保険に加入してください。保険に加入する費用も助成の対象となります。 

そうかこどもファンドの活動は「草加市市民活動災害補償制度」の対象となりますが、民間の保険とも比較していただ

き、何らかの保険に加入いただきますようお願いします。 

[草加市市民活動災害補償制度について] 

草加市が損害保険会社と契約を結び、次の３つの補償で構成されています。 

・損害賠償責任補償（対象：市民団体・その指導者・個人）…グループ外の誰かにけがを負わせたとき 

・傷害補償…グループの誰かがけがしたとき 

・特定疾病補償…グループの誰かが活動中に特殊な病気にかかってしまい、亡くなってしまったとき（特殊な病気が何

かについてはお問合せ下さい） 

なお、保険の適用可否は草加市ではなく、保険会社が判断します。 

制度の詳細は、市ホームページをご確認いただくか、草加市市民活動センターまでお問い合わせください。 

  



４ 応募方法について 

Q1. どうやって応募すればいいですか？ 

募集期間中に、所定の応募用紙に記入し、郵送・持参・メールのいずれかの方法で提出してください。 

送り先は、応募のしおりｐ5「４．応募の方法」またはホームページをご確認ください。 

Q2. 応募用紙はどこでもらえますか？ 

市役所こども政策課で配布しているほか、市のホームページからもダウンロードできます。 

Q3. 応募前に相談することはできますか？ 

事前相談は歓迎しています。活動内容や応募方法について不安なことがあれば、お気軽にご相談ください。 

Q4. 申請書の書き方がわからないのですが… 

こどもたちが書いた内容に対して、大人が少しサポートすることは大丈夫です。また、事務局による電話やメールでの

アドバイスや、対面でのサポートも可能ですので、お気軽にお問い合わせください。 

 

５ 審査について 

Q1. どのように選ばれるのですか？ 

応募申込書の内容と、公開審査会でのプレゼンテーションを見て、こども審査員が審査します。こども審査員の半数以

上が「応援したい」と判断したグループが助成決定となります。 

詳しくは、応募のしおりｐ6「５．公開審査会の仕組み」をご確認ください。 

Q2. 審査基準は何ですか？ 

こども審査員が事前に集まり、話し合いの上で基準を決定します。主に、「こどもが主体となっているか」、「まちの

ためにつながる内容か」、「実現可能な計画になっているか」などが基準となります。 

Q3. 結果はいつ分かりますか？ 

公開審査会の最後に、その場で結果発表を行います。 

 

  



６ 活動について 

Q1. 活動するときに何か気をつけることはありますか？ 

安全に配慮すること、周囲の人への配慮を忘れないこと、自分たちでできる範囲を見極めて、無理せず取り組むことが

大切です。 

Q2.計画どおり進めることが難しくなった場合、どうしたらいいですか？ 

まずは些細なものでも、変更が必要になりそうな場合には、できるだけ早めに事務局にご連絡ください。 

なお、申請の際に決めた活動の目的が同一であれば、活動内容を変えられる可能性があります。活動内容を変更したい

場合は、必ず事前に事務局に相談してください。 

Q3. 活動する中で必要なものが変わりました。支出の内訳にないものにお金を使ってもいいですか？ 

申請時の支出内訳にないものにお金を使ったり、使うお金が予定よりも多くなって申請時（予算）の支出合計を超える

場合は、必ず事務局にご連絡ください。 

Q4. 急にメンバーが変わりました。どうすればいいですか？ 

メンバーが変更になった場合は、事務局にお知らせください。代表や活動内容に関わる大きな変更がある場合は、書類

の修正をお願いすることもあります。 

Q5. 予定していた日に活動できなくなりました。変更しても大丈夫ですか？ 

日程の変更は大丈夫です。無理に計画どおり実施する必要はありません。 

ただし、活動の中止や大きな変更があるときは、必ず事務局にご連絡ください。状況によっては、助成金の一部返還が

必要になることもあります。 

Q6. 活動の様子を SNS に投稿してもいいですか？  

自由に投稿していただいて構いません。ただし、トラブル防止のため、写真に映っている人には事前に掲載の確認をし

てから投稿してください。ハッシュタグ「#そうかこどもファンド」などを使って広めていただけると嬉しいです。 

Q7. 活動の様子を見に来てもらうことはできますか？ 

事務局のスタッフも、可能なかぎり見に行きたいと思っています。見に来てほしいときは、日程が決まったら早めに教

えてください。 

Q8. 活動のサポートや相談に乗ってもらえますか？ 

１グループに１人、市職員が担当に付きます。気になることがあればいつでも相談してください。活動のようすを見に

行ったり、困ったことを一緒に考えたり、事務局が全力でサポートします。 



Q9. 何かトラブルが起きたらどうすればいいですか？ 

こどもたちだけで解決しようとせず、すぐに大人サポーターや事務局にご相談ください。活動中に困ったことがあれ

ば、いつでも連絡してください。 

 

７ 報告について 

Q1. 活動報告はどうやって出しますか？ 

活動が終わったあと、写真付きの報告書や会計報告を提出していただきます。書き方の例は事務局からお渡しします。 

Q2. 報告書を書くのがむずかしいときはどうしたらいいですか？ 

こどもだけで書くのが難しい場合は、大人が少しサポートしてかまいません。事務局にもお気軽にご相談ください。 

Q3. 活動の成果を発表する場がありますか？ 

日時：２０２７年３月２０日（土） １４：００～１６：３０（予定） 

場所：草加市立谷塚文化センター ホール（予定） 

  



８ 助成金について 

Q1. 助成金の使い道は何に使ってもいいですか？ 

応募のしおり p4「お金の使いみち」として記載している対象経費の範囲内であれば、自由にお使いいただけます。ま

た、飲食費や家賃、備品購入など、一部対象外のものがありますので、応募のしおりｐ4「注意」をご確認いただくほ

か、その他不明な経費については、事務局へ事前に確認してください。 

ただし、こどもファンドの助成金は、市民の皆様からの寄附を財源としていますので、活動の質を高めるために有効に

ご活用いただくとともに、なるべく無駄なく適正な支出となるよう十分こころがけてください。 

なお、申請時の支出内訳にないものにお金を使ったり、使うお金が予定よりも多くなって申請時（予算）の支出合計を

超える場合は、必ず事務局にご連絡ください。 

Q2. 助成金の対象期間について 

対象期間は、助成決定後から令和9 年 2 月 26 日（金）までとさせていただきます。この期間内の活動に要する経費と活

動発表会のための資料作成に要する経費が対象となります。 

なお、助成決定前の審査会に向けた準備や資料作成に要する経費は対象外となります。ご了承ください。 

Q3. 使ったお金の領収書は全部必要ですか？ 

すべての支出について領収書を提出していただきますので、活動報告書の提出時まで大切に保管してください。 

領収書には、金額、購入内容、購入先の店名・会社名や購入日が記載されていることを確認してください。 

また、宛名は「団体名」または「団体名+代表者名」としてください。ただし、購入方法により領収書に「団体名」が入

れられない場合には、代表者名を必ず記載してください。 

なお、「お品代」など具体的な内容が分からない記載（但し書き）は認めていません。何を買ったかがはっきりわかる

ようにしてください。不明な点があれば、事前に相談してください。 

Q4. 領収書がもらえなかったときはどうしたらいいですか？ 

領収書が発行できない場合でも、レシートなど以下の 4 点が記載された書類が確認できれば、対象経費とすることがで

きます。 

① 購入金額 ② 購入内容（何を買ったか） ③ 購入日 ④ 購入先（店名や会社名など） 

Q5. 他の助成金と併用できますか？ 

同じ経費に対して複数の助成金を充てることはできませんので、ご注意ください。 

また、助成金によっては、複数の助成金を充てることを認めていない場合もありますので、こどもファンドとその他の

助成金や補助金を併用する際は、助成の使い分けや併用が可能な助成金か確認しますので、事前に相談してください。 

  



Q6. 交通費はどこまで認められますか？ 

基本的には「活動のために必要な移動」の交通費（公共交通機関）であれば大丈夫です。ただし、遠方への旅行や観光

がメインになるような移動は対象外になることもあります。不安な場合は、事前に相談してください。 

Q7. 保護者の分の費用も助成対象になりますか？ 

基本的に、こどもたちの活動のための費用が対象ですが、安全管理や引率などで必要となった場合には、保護者の分の

費用も対象となることがあります。 

たとえば、引率などで必要となった「交通費」（Ｑ6 参照）のほか、野外の活動の際に熱中症対策で購入した保護者の

「飲み物」は対象となる可能性があります。 

活動の一環であっても、保護者のみで行う会議にかかる費用（会議室利用料や道具の使用料）などは、助成の対象にな

りません。 

保護者の分の費用につきましては、内容を確認して判断しますので、事前に相談してください。 

Q8. 謝礼について 

専門的なアドバイスをしてもらったり、講師をしてくれる方などに謝礼を支払う場合は、支払先や支払金額を確認しま

すので、事前に相談してください。 

詳しくは、応募のしおり p4「お金の使いみち」をご確認ください。 

Q9. 活動の打ち上げに使ってもいいですか？ 

打ち上げの費用には使えません。助成金は「活動そのもの」や「準備に必要なもの」に使ってください。 

Q10. 使用した金額が申請額をオーバーしてしまった場合はどうすればいいですか？ 

助成金として支払えるのは助成決定額までです。助成決定額を超えた分については、自己負担となりますので、予算の

範囲内で計画を立てるようにしてください。


